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血友病患者のQOLに与えるHIVの影響に
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従来行ってきた血友病患者全体を対象としたQOL調査を本年度からHIV が血友病患者に
影響を主眼として調査を行う。治療薬が急速に開発・改良された結果、HIV 感染症は当初
不治の病とされたが、現在では内服治療を中断しなければ致死的な合併症がほぼなくなり、
HIV 感染患者の高齢化が起こっている。過酷な時代を過ごし現在も治療を続けている患者
のQOL状況を調査し、高齢化した患者に残る薬害被害の影響の存在とその程度を明らか
にすることを目的としている。
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A. 研究目的

研究 I：HIV 感染が血友病患者のQOL に与えた影
響に関する予備解析
HIV 感染血友病患者を対象に QOL 等への影響を

患者にアンケート調査を行うために、国立研究開発
日本医療研究開発機構感染症実用化研究事業エイズ
対策実用化研究事業「血友病とその治療に伴う種々
の合併症克服に関する研究の分担研究である H27 年
～ H29 年度「血液凝固異常症の QOL に関する研究」
結果から非加熱製剤使用世代となる 30 歳以上の血
友病患者だけを対象として、血友病患者に対する
HIV 感染の影響について予備解析を行い、来年度以
降のアンケート調査作成の参考にすることを目的と
する。

研究 II：HIV 感染が血友病患者QOLに与えた影響
に関するアンケート調査
本研究の他の分担研究で行われる研究内容との重

複を避け、本研究テーマ I で解析した結果を踏まえ
て、血友病患者に対する HIV 感染の年齢的・年代的
影響を、アンケート調査票を作成し集積結果を解析
し、2020 年の HIV 感染影響状態を明確にすること。

B. 研究方法

研究 I：HIV 感染が血友病患者のQOL に与えた影
響に関する予備解析

1）研究対象：H27 年～ H29 年度「血液凝固異常症
の QOL に関する研究」でアンケートに協力頂い
た 429 名（HIV 感染者 157 名、非感染者 272 名）
のアンケート調査結果。

2）研究解析期間：2018 年 4 月 1 日から 12 月 31 日
3）検討項目は患者の年齢や血友病タイプなどの基

本的属性と治療状況や身体機能など
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非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染血友病等患者の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究

4）倫理面の配慮
	 本調査は代表研究施設の倫理審査承認後に既に

行われた結果の再解析であり、この解析につい
て今回倫理審査は必要ないと考えた。

研究 II：HIV 感染が血友病患者QOLに与えた影響
に関するアンケート調査

1）研究対象：インターネットによるアンケート調
査に協力頂ける血友病

2）研究期間：2019 年 1 月から 2021 年 3 月末まで
3）検討項目：2019 年度にアンケート調査票を検討

し決定する予定
4）倫理面の配慮
	 アンケート調査票が完成した後に倫理審査申請・

承認を得る

C. 研究結果

研究 I：HIV 感染が血友病患者のQOL に与えた影
響に関する予備解析
HIV 感染者は非感染者と比べて有意に、平均年齢

（49.2 ± 8.3 歳 vs 52.1 ± 13.3 歳）は若く、平均体重
（60.8 ± 10.kg vs 64.3 ± 11.1kg）は軽く、重症度は
より重症であったが、血友病タイプやインヒビター
の有無には有意差はなかった。就労状況についても
差が見られなかった。出血などの症状や併存症につ
いて感染者の方が有意に、出血し易く回数も多く、
関節内出血もし易く回数も多く、標的関節を有して
いた。C 型肝炎や腎機能障害、高血圧そして骨粗鬆
症の併発率は有意に高かったが、糖尿病、高脂血症、
心疾患そして悪性腫瘍（肝癌を除く）では差がみら
れなかった。医療制度においては、障害者手帳を持
ち障害年金受給者が多かった。定期補充療法の実施
率は感染者で高かった。身体機能に関しては、多く
の日常生活動作が有意に阻害されていた。

研究 II：HIV 感染が血友病患者QOLに与えた影響
に関するアンケート調査
未実施のため特になし

D. 考察と E. 結論

研究 I：HIV 感染が血友病患者のQOL に与えた影
響に関する予備解析
HIV 感染者と比べて、非感染者は比較的年齢は

高く定期補充療法の実施率が低いものの、（関節内）
出血や標的関節が少なく、身体機能が保たれている
という結果となった。これは非加熱製剤を頻回に使
用する必要がなかった患者は HIV に感染するリスク
が低かったことが影響している可能性があり、その

解析のために年齢的な影響だけでなく年代的影響を
調査する必要があると考えられた。

研究 II：HIV 感染が血友病患者QOLに与えた影響
に関するアンケート調査
未実施のため特になし

F. 健康危険情報

　特になし

G. 研究発表

　特になし

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）

1．特許取得 
2．実用新案登録 
3．その他 

特になし
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